
l]eshawar-kai 

ペシャワール会報
ペシャワール会事務局
〒810-0041福岡市中央区大名
1-10-25上村第2ビル603号室
TEL 092 (731) 2372 
FAX 092 (731) 2373 

No.87 
〈URL〉http://wwwla.biglobe.ne.jp/peshawar/

7豆、吝ー・-~--
t.．．“'-;―ー・
夕`ぇナー`・ ’’り’
ご．．．．，；’``，I¥’＼疇

韓 1¥'. 1, 
, 9. ＼.~ ". 

’ '・ー 1 広． ． 

第二次灌水目前、現場には活気が濡っています

困難乗り越え成長する PMS

苛酷で不思講な「非日常」です

木を育てつつ、人も育てば・・・・・・

結核コントロールプログラムと検査室

診療所敷地から一歩も出ない月も

振り返れば充実した「地下室」の五年間でした

子供たちとの触れあいも大切な時間です

アフガン版「竹取物語」 (1)

緑の谷と化すダラエヌール

〈E-mail〉peshawar@kkh.biglobe.ne.jp

2006年4月1H

＊アドレスが変わりました

表紙絵 羊番（画・甲斐大策）

中村哲

後藤哲也

横山尚佑

神戸秀樹

坂尾美知子

紺野道寛

中山博喜

伊藤和也

鬼木稔

安藤由貴子

ペシャワール会は、1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されました。
彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っていま式



2006年4月1日 ペシャワール会報 No.87 2
 

今
、
用
水
路
建
設
現
場
の
ア
フ
ガ
ン
人
職
員
た
ち
の
間

で
、
静
か
な
気
迫
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
着
工
か
ら
ま
る

三
年
、
技
師
た
ち
の
殆
ど
が
辞
職
す
る
中
、
残
っ
て
黙
々

と
働
い
て
辛
苦
を
共
に
し
た
職
貝
た
ち
が
、
や
っ
と
今
年

度
の
目
標
地
点
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。

第
一
期
工
事
一
―
―
―
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
―

0
キ
ロ
地

点
で
、
用
水
路
は
目
標
の
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
に
入
る
。
そ

か
ん
ば
つ

う
す
る
と
、
旱
魃
で
砂
漠
化
し
た
台
地
の
大
半
を
潤
す
こ

と
に
な
る
。
今
年
度
初
め
、
二

0

0
五
年
五
月
に
四
八
〇

か
ん
が
い

町
歩
の
第
一
次
灌
漑
を
達
成
し
、
ま
も
な
く
第
二
次
、
数

百
町
歩
が
更
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
一
週
間
後

に
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
の
は
、
ア
フ
ガ
ン
人
職

員
自
ら
休
日
を
返
上
し
て
、
一
種
の
熱
気
が
彼
ら
を
支
配

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
自
ら
進
ん
で
突
貰
工
事

ま

い

し

ん

ま

れ

に
邁
進
す
る
姿
は
今
ま
で
稀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
、
作

業
員
も
職
員
も
は
つ
ら
っ
と
仕
事
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
に
は
日
本
で
余
り
に
知
ら
れ
て
い
な
い
背
景
が
あ

る
。
現
地
で
進
行
す
る
大
旱
魃
は
半
端
な
も
の
で
は
な
い
。

用
水
路
は
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
に
到
達

第

ま

J

の
よ
う
な
中
で
、
「
ア
フ
ガ
ン
問
題
は
先
ず
パ
ン
と

十
数
万
人
分
の
食
糧
生
産
を
射
程
に

大
部
分
が
農
民
で
あ
る
難
民
は
増
え
に
増
え
続
け
、
現
在

パ
キ
ス
タ
ン
に
は
一
一
一
百
万
人
が
居
る
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
数
は
0
二
年
の
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
ブ
ー

ム
」
の
時
の
二
百
万
人
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
政
治

現
象
や
演
出
さ
れ
た
「
復
興
」
を
よ
そ
に
、
難
民
は
増
え

て
い
る
の
だ
。

ア
フ
ガ
ン
空
爆
以
後
、
人
々
は
苦
々
し
い
思
い
で
、
一

連
の
出
来
事
を
眺
め
て
き
た
。
と
く
に
復
興
支
援
で
落
ち

る
外
貨
に
浴
さ
な
い
貧
し
い
農
民
た
ち
は
そ
う
で
あ
る
。

昨
年
W
F
P
（
軋
界
食
糧
計
画
）
は
、
か
つ
て
一

0

0
パ

ー
セ
ン
ト
に
近
か
っ
た
食
糧
自
給
率
が
六
0
パ
ー
セ
ン
ト

を
下
回
る
と
警
告
し
た
。
だ
が
、
今
年
の
冬
の
降
雨
是
は

異
常
に
少
な
く
、
旱
魃
は
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
食
糧
す
ら
ま
と
も
に
生
産
で
き
な
い
の
に
、

復
興
支
援
の
カ
ネ
だ
け
が
だ
ぶ
つ
く
。
当
然
、
諸
物
価
が

古
向
騰
し
、
治
安
悪
化
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
。
加
え
て

i
‘
tん

イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム

教
徒
で
あ
る
現
地
の
人
々
を
気
落
ち
さ
せ
る
。

P
M
S

（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
総
院
長

中
村
哲

み
な
ぎ

一
次
灌
水

H
詢
、
現
場
に
は
活
気
が
準
っ
て
い
ま
す

水
の
問
題
で
あ
る
」
と
訴
え
続
け
て
き
た
私
た
ち

P
M
S

（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
に
と
っ
て
も
、
用

か
な
め

水
路
建
設
は
要
の
事
業
で
あ
っ
た
。
数
え
切
れ
ぬ
苦
労
の

末
、
広
大
な
面
積
が
泄
漑
に
浴
し
、
人
々
は
沙
漠
が
緑
の

耕
地
に
変
貌
す
る
姿
を
実
際
に

H
撃
し
た
。
多
く
の
難
民

た
ち
が
帰
農
し
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
三
年
間
関
わ
り
続

け
た
職
員
た
ち
も
ま
た
、
こ
の
仕
事
に
精
神
的
な
よ
り
ど

こ
ろ
を
見
出
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
れ
に
婚
し
い
お
ま
け
が
あ
っ
た
。
建
設
中
の
用
水
路

の
下
手
に
、
「
シ
ェ
イ
ワ
・
カ
ナ
ー
ル
」
と
い
う
古
い
用

水
路
が
あ
る
。
昔
か
ら
二
千
町
歩
の
広
大
な
耕
地
を
潤
し

て
き
た
こ
の
水
路
は
、
北
部
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
最
大
の
も

第一次の灌漑地では田畑の造成が進み、続々と民家が建ち並び始めた
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用水路は10キロ地点を掘削中

の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
夏
の
大
洪
水
で
取
水
口
が

破
壊
さ
れ
、
冬
場
の
取
水
が
困
難
に
な
っ
た
。
我
々

P
M

S
が
助
力
し
て
も
、
や
っ
と
例
年
の
水
量
の
半
分
を
確
保

で
き
た
の
み
で
、
小
麦
の
生
産
に
大
打
繋
を
与
え
る
寸
前

だ
っ
た
。
そ
こ
に
、
私
た
ち

P
M
S
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

（
真
珠
）
用
水
路
の
余
水
が
流
れ
込
み
、
例
年
並
の
小
麦

収
穫
を
確
保
し
た
。
現
在
、
同
水
路
の
約
五
0
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
水
量
が
私
た
ち
の
水
路
の
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
吾
が
用
水
路
の
能
力
は
、
こ
れ
だ
け
を
潤
し
て
、
予
定

送
水
量
の
五
分
の
一
に
も
満
た
な
い
の
で
、
図
ら
ず
も

「
数
千
町
歩
の
灌
漑
、
十
数
万
人
分
の
食
糧
生
産
」
が
、

決
し
て
夢
で
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

か
ん
が
い

三
月
一
五
日
、
新
た
に
通
水
し
た
場
所
か
ら
灌
漑
が
で

き
る
村
の
住
民
に
「
一
週
間
で
水
を
送
る
」
と
通
告
、
残

り
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
に
全
て
の
作
業
員
と
重
機
が
殺

到
し
た
。
作
業
員
と
い
っ
て
も
殆
ど
が
周
辺
農
民
で
あ
る
。

か
ん
す
い

枯
死
寸
前
の
小
麦
畑
へ
の
灌
水
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
か
を
み

な
知
っ
て
い
る
。
今
か
ら
一
ヶ
月
の
濯
水
が
収
穫
の
成
否

を
決
定
す
る
。
彼
ら
が
再
難
民
化
す
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸

か

た

ず

際
な
の
で
あ
る
。
み
な
固
唾
を
の
ん
で
見
守
り
、
た
い
て

い
の
人
々
は
快
く
協
力
を
申
し
出
る
。
オ
ン
ボ
ロ
の
重
機

は

こ

り

い

つ

け

ん

と
、
埃
ま
み
れ
の
作
業
員
、
一
見
粗
野
で
み
す
ほ
ら
し
く

と
も
、
吾
が
用
水
路
建
設
斑
の
一
団
は
、
す
ば
ら
し
く
活

気
に
あ
ふ
れ
て
頼
も
し
い
。

こ
れ
ま
で
灌
水
し
た
約
五
百
町
歩
は
、
既
に
一
面
の
緑

の
畑
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
水
路
沿
い
に
植
え
た
数
万
本
の

柳
の
新
緑
が
陽
に
映
え
て
美
し
い
。
日
本
か
ら
助
っ
人
に

か
け
つ
け
た
若
者
た
ち
も
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
別
人

の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
、
現
地
に
浴
け
込
ん
で
い
る
。

た
ま
に
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と
、
現
地
と
余
り
に

対
照
的
で
、
別
憔
界
の
よ
う
だ
。
そ
れ
が
何
な
の
か
、
深

く
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
作
業
現
場
に
い
る
と
分

か
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
造
花
と
野
草
の
相
違
の
よ

う
だ
。
こ
こ
に
は
パ
ソ
コ
ン
は
お
ろ
か
、
電
気
も
テ
レ
ビ

も
な
い
が
、
逆
に
情
報
の
洪
水
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
。
人
と
人
、
人
と
自
然
の
関
係
も
、
直
接
か
つ
単
純
で

あ
る
。
こ
ち
ら
が
胸
を
開
け
ば
相
手
も
開
く
。
争
い
も
多

い
が
、
温
か
い
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
。
水
の
恵
み
を
か
み
し

め
、
手
を
汚
し
て
土
に
ふ
れ
る
。
一
方
、
日
本
を
見
る
と
、

僅
か
な
出
来
事
で
一
喜
一
憂
、
日
本
人
は
だ
ん
だ
ん
気
短

灌
水
目
前
、
地
元
に
活
気

か
で
観
念
的
と
な
り
、
大
ら
か
さ
が
減
っ
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。
居
る
に
は
居
る
が
、
住
み
に
く
く

な
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
自
分
を
見
つ
め
た
り
、

自
己
主
張
す
る
こ
と
で
人
は
救
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
我
執

ぁ

を
去
る
こ
と
で
得
る
も
の
が
数
多
あ
り
、
道
が
開
け
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

と
ま
れ
、
こ
こ
に
は
、
天
の
恵
み
の
実
感
、
誰
も
が
共

有
で
き
る
希
望
、
そ
し
て
飾
り
の
な
い
む
き
出
し
の
生
死

が
あ
る
。

こ
の
仕
事
を
支
え
る
日
本
の
方
々
に
感
謝
し
、
年
度
末

の
報
告
に
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
村
哲
（
な
か
む
ら
て
つ
）
九
州
大
学
医
学
部
卒
。
専

門
1
1
神
経
内
科
（
現
地
で
は
内
科
・
外
科
も
こ
な
す
）
。

国
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
、
一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン

北
西
辺
境
州
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
―
―

十
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱

に
し
た
、
貧
民
層
の
診
療
に
携
る
。
一
九
八
六
年
か
ら

は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開
始
、
ア
フ
ガ
ン

北
東
山
岳
部
に
一
―
―
つ
の
診
療
所
を
設
立
。
九
八
年
に
は

基
地
病
院

P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病

院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
っ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ

ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡
匝
診
療
も
行

っ
て
い
る
。
―

1
0
0
0
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘

り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
四
百
ヶ
所
以
上
）

事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
―

l
0
0
―
一
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン

東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
ハ
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」

を
継
続
‘
―

1
0
0
一
云
一
年
春
か
ら
は
そ
の
一
環
と
し
て
湖

漑
水
利
計
画
に
着
手
。
年
間
診
療
数
約
十
三
万
人
（
ニ

0
0
四
年
度
）
。
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か
ん
が
い

灌
漑
地
に
建
ち
並
び
出
し
た
家
屋

●
現
地
活
動
を
視
察
し
て

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長

後
藤
哲
也

こ
の
度
、
三
月
六
日
よ
り
十
三
日
ま
で
、
福
岡
か
ら
副

会
長
、
事
務
局
長
代
行
と
私
の
三
名
、
関
東
連
絡
会
の
事

務
局
か
ら
四
名
の
計
七
名
で
現
地
を
訪
問
し
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
現
地
に
於
け
る
活
動
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
て
参

り
ま
し
た
。

P
M
S
病
院
の
活
動
更
に
は
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
試
験
農
場
、
井
戸
掘
り
、
大
規
模
な
水
路

建
設
の
全
て
を
全
部
見
聞
す
る
に
は
時
間
が
足
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
院
長
代
理
の
藤
田
さ
ん
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

事
務
所
長
の
芹
沢
さ
ん
、
更
に
は
中
村
哲
医
師
自
ら
の
精

力
的
な
お
世
話
に
よ
り
そ
の
ほ
ぼ
全
て
を
、
水
路
建
設
に

於
い
て
は
取
水
口
か
ら
現
在
建
設
中
の
現
場
、
更
に
は
ク

ナ
ー
ル
河
対
岸
の
護
岸
状
況
ま
で
を
も
見
学
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
か
な
り
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
朝
が

早
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
員
病
気
す
る
こ
と
も
な
く
事
故

も
な
く
無
事
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
よ
う
に
原
稿

を
書
き
な
が
ら
ホ
ッ
と
し
て
い
る
所
で
す
。

水
路
現
場
で
は
既
に
灌
漑
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
が
日

困
難
乗
り
越
え

成
長
す
る

P
M
S

毎
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
帰
農
し
た
農
民
、
新
規
に
開
拓

者
と
し
て
入
っ
て
き
た
農
民
達
が
競
う
が
如
く
に
住
居
を

あ
ぜ

建
設
し
、
畦
を
作
っ
て
水
を
引
き
入
れ
、
去
年
ま
で
は
歩

け
ば
足
首
ま
で
土
に
埋
も
れ
る
砂
漠
だ
っ
た
所
が

一
面
の

緑
。
麦
の
穂
が
風
に
た
な
び
く
様
は
水
の
持
つ
偉
大
な
力

が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
そ
の
変
化
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
、
中
村
保
師
ら
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
こ
と
が
誇
ら
し
く
感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。

現
地
理
事
会
で
謝
辞

さ
て
、
今
回
の
訪
問
に
は
現
地
か
ら
現
地
理
事
会
へ
の

出
席
、

P
M
S
病
院
表
彰
式
へ
の
出
席
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
新
事
務
所
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
ヘ
の
出
席
と
い
う
三

つ
の
公
式
行
事
へ
の
出
席
要
請
が
あ
り
、
全
員
で
出
席
し

ま
し
た
。
そ
の
内
、
現
地
理
事
会
で
私
が
行
っ
た
挨
拶
を

以
下
に
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
全
文
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
沢
田
裕
子
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
英
語
に
訳
し
て

下
さ
り
、
現
場
で
は
私
が
日
本
語
で
読
み
、
中
村
哲
先
生

が
英
語
で
読
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

＊
 

皆
様
、
今
日
は
。

こ
の
度
、
私
た
ち
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地
活

動
を
見
学
さ
せ
て
頂
く
た
め
に
東
京
か
ら
四
名
、
安
藤

由
貴
子
さ
ん
、
沢
田
石
君
子
さ
ん
、
霜
村
和
子
さ
ん
、

箱
木
五
郎
さ
ん
、
福
岡
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
副
会
長

の
井
本
浩
之
先
生
、
事
務
局
長
代
行
の
福
元
満
治
さ
ん
、

そ
し
て
昨
年
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
に
就
任
し
た

私
、
後
藤
哲
也
の
総
勢
七
人
で
出
掛
け
て
参
り
ま
し
た
。

名
前
は
党
え
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は

一
九
八
四
年
に
中
村
哲
先
生
の

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
地
方
で
の
医
療
活
動
を
支
援
す
る
目
的

で
結
成
さ
れ
、
現
在
で
は
二
万
人
近
い
会
員
並
び
に
支

援
者
を
擁
す
る
大
き
な
会
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
平
和

と
、
相
互
に
助
け
合
っ
て
生
き
た
い
と
い
う
素
朴
で
純

粋
な
思
い
を
中
村
哲
先
生
に
託
し
そ
の
結
実
を
見
な
が

ら
こ
こ
ま
で
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

へ
き
ち

そ
の
間
、
当
地
で
は
僻
地
診
療
所
開
設
並
び
に
一
九

九
八
年
に
は

P
M
S
統
合
病
院
が
建
設
さ
れ
、

二
0
0

か
ん
ば
つ

0
年
か
ら
大
旱
魃
に
襲
わ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

PMSのを表彰式に出席した後藤会長（奥右から二人目）
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村
々
で
水
源
確
保
の
井
戸
掘
り
を
開
始
、
二

0

0
三
年

―
二
月
か
ら
灌
漑
用
水
路
の
建
設
が
、
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
進
行
中
で
す
。
又
農
業
試
験
場
も
着
々
と
成

呆
を
あ
げ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

ど
れ
一
っ
と
っ
て
も
、
当
地
の
皆
様
の
真
摯
な
ご
協
力

が
な
け
れ
ば
成
し
え
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

当
地
に
お
け
る

P
M
S
病
院
の
医
療
活
動
を
中
心
と

し
、
基
盤
と
し
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
緑
化
活
動
や

農
業
活
動
が
中
村
哲
先
生
を
中
心
と
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
、

日
本
両
国
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
協
調
に
よ
っ
て
順
調
に

進
展
し
、
こ
の
地
に
し
つ
か
り
根
付
く
こ
と
が
日
本
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
最
大
の
顧
い
で
す
。
と
り
わ
け

P
M

s病
院
が
充
実
し
安
定
す
る
こ
と
は
我
々
の
最
初
か
ら

の
基
本
的
な
願
い
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
諸
事

業
を
進
め
る
為
に
も
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
所
で

す。
こ
の
度
、
我
々
の
思
い
が
皆
様
の
協
力
に
よ
っ
て
こ

ま

の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

そ
の
喜
び
は
こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
。
当
地
の
日
本
人
ワ

ー
カ
ー
の
活
躍
に
は
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

日
本
の
事
務
局
も
、
今
日
は
事
務
局
長
代
行
の
福
元
満は

ん

治
さ
ん
が
来
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
全
く
の
無
報
酬
で
煩

ざ
つ雑

な
仕
事
を
い
と
わ
ず
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
仲
良
く
や
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

最
後
に
、
当
地
の

P
M
S
病
院
を
基
幹
と
し
た
医
療

活
動
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
緑
化
活
動
、
農
業
活
動
が

順
調
に
進
展
す
る
こ
と
を
再
度
願
っ
て
私
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

P
M
S
病
院
の
若
い
皆
様
に
は
是
非

医
療
の
根
幹
を
し
つ
か
り
勉
強
し
て
頂
い
て
そ
れ
を
パ

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
に
脱
帽

キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
患
者
さ
ん
達
に
還
元

ゃ

し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
已
み
ま
せ
ん
。

古
来
美
し
い
と
云
わ
れ
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
地
に
そ

の
最
も
良
い
季
節
に
来
訪
出
来
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

この訪問は現地人スタッフや日本人ワーカーと

の交流にも大変役立ったと思います。PMS病院

の表彰式、ジャララバード新事務所オープニング

セレモニーでの表彰式で私が表彰を担当したので

すが現地人スタソフと握手するとき彼らの緊張、

誇り、うれしさ、はにかみがいちいち伝わって来

て、こちらの頬がゆるみがちになりました。

日本人ワーカーの皆様にもこの度は大変お世話

になりました。朝五時半に事務所を出て夕方五時

近くまで仕事をし、時には休日（現地では金曜日）

出勤も辞さず、現地の人と協調しながら仕事を進

めるのは大変なことだと感服します。しかも皆短

期間の内に言葉も覚えていてびっくりしました。

現地での一年の人生経験、特に忍耐は日本の十年

分に相当すると思います。それだけの人間的成長

が得られると私は確信するに至りました。どうぞ

気概と自信を以て日々を過ごされるよう声援致し

ます。

最後になりましたが、ジア副院長、イクラムラ

事務長はじめ、終始我々の運転手を務めてくれた

ドライバーの皆さん他、きりがない位の方々のお

世話になりました。心から感謝申し上げ、私の報

告とさせて頂きます。

業者名が 納別て 部一＊ ▼ >郵 り金便＊せ匝じか＊ ▼ 記 場 文 は ＊ ▼ ま 控 す ＊ ,,. 
まの一—ん のか会 、入合字‘ご吾 す 除 ゜ 当

寄讐す代で部の闊ハつ報未 いかか郵寄品 よのお会
郵地 ゜ゎお地でみガての使ヽたごに便付入 う対送は

記載 送 域 り送域ご／＼キお発用ヽだざじ局を は ‘象り法
し

しの の とりの理ガ等り送の けいんヵ，ぉ分 おと下人
さ て 方 しし方解キおま等切 れまだら送 願なさ格 て

れぉ々 変更 てて々下．送すの ばすりはり か いりつを し‘
ま り へ 未おへさ切り°通 手大 o‘ 頂り いまた持 た
のすまは に 使りのど手い未信 、 変 楷 力 ‘ ： 。 い や たせごた だ

す発つ 用ま会 はた使費／、 繁書す 1 ナこす し ん 寄 な

讐＜ で→： o 送ヽヽ9 し‘ 切す報受だ用に でれ郵 ま °付い

予差代て 手がは しナけの、 ガ i分てが｀イ更 く す。予に→

承出行▼ で‘→ 付 れ切 年キ か判届払▼ め つ 任 ま
下人業 支そ料 けば手間を すo り 読 き ぃ ←→・さ し‘ ュ思、 ヘ
さ欄者 払 の 金 て幸・数 ， やしま込 了て団 .... 
ぃにを つ 際 別 おい書百・ す づ す み 承は体

0 代通 ても納 り で き 万 くらの用 頂税←
行し お料郵 ま す 損 円 ごいで紙 き金で

゜
ヽ
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＊
ワ
ー
カ

—

通
信

灌
漑
用
水
路
担
当

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
員
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
柚
山
と
申
し
ま
す
。
昨
年

か
人
が
い

―
二
月
半
ば
、
事
務
職
か
ら
泄
漑
用
水
路
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
建
設
担
当
へ
の
転
属
が
決
ま
っ
て
三
ヶ
月
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
て
か
ら
半
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
事
務
職
の
頃
は
事
務
所
に
張

り
付
い
て
い
る
毎
日
で
、
用
水
路
建
設
現
楊
を
見
る
機
会

に
な
か
な
か
恵
ま
れ
ず
、
最
近
や
っ
と
用
水
路
事
業
を
理

解
し
始
め
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

水
の
な
い
所
へ
水
を
引
く
と
い
う
こ
の
事
業
に
、
し
か

も
最
前
線
の
現
場
担
当
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
水
は

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
ど
こ
か
ら
か
無
尽
蔵
に
出
て
く
る
も
の

だ
と
ど
こ
か
で
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と
に
も
気
が
付
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
聞
く
人
が
間
い
た
ら
当
た
り
前
の
こ

と
だ
と
笑
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
日
本
に
い
た
ら
絶
対
に
意

識
し
な
い
、
で
き
な
い
こ
と
の
一
っ
だ
と
思
い
ま
す
。

サ
イ
フ
ォ
ン
部
分
の
造
成
を
担
当

横
山
尚
佑

苛
酷
で
不
思
議
な
「
非
日
常
」
で
す

ひ
げ
づ
ら

も

さ

髭
面
の
猛
者
に
囲
ま
れ
て

今
（
二
0
0
六
年
三
月
一
0
日
現
在
）
は

I
地
区
（
取

水
口
か
ら
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
）
の
サ
イ
フ
ォ
ン
が

完
成
し
、
そ
の
周
辺
の
造
成
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
次
は

J
地
区
（
取
水
口
か
ら
約
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
点
）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。

五
月
の
小
麦
の
収
穫
前
ま
で
が
完
成
目
標
だ
そ
う
で
す
。

い
つ
も
の
事
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
度
の
］
地
区
の
エ

事
に
対
す
る
中
村
医
師
の
気
合
に
何
か
鬼
気
迫
る
も
の
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
乗
り
遅
れ
ぬ
よ
う
、
迷
惑
を
か
け
ぬ

ょ
う
準
備
を
し
て
い
る
段
階
で
す
。

さ
て
、
先
日
、
こ
の
会
報
原
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
こ

ち
ら
で
の
日
々
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
ど
の
場
面
に

も
必
ず
髭
面
の
男
達
が
登
場
し
て
、
と
い
う
よ
り
髭
面
の

が
く
ぜ
ん

男
し
か
登
場
し
て
来
な
い
こ
と
に
少
し
愕
然
と
し
ま
し
た

が
…
…
（
当
た
り
前
で
す
が
）
。
事
務
職
時
代
苦
労
し
た

車
輌
の
ア
レ
ン
ジ
で
は
、
夜
の
事
務
所
で
ド
ラ
イ
バ
ー
達

と
笑
い
話
を
す
る
事
で
随
分
救
わ
れ
ま
し
た
。
仕
事
終
了

後
の
食
事
当
番
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
の

チ
ョ
キ
ダ
ー
ル
（
門
衛
）
に
言
葉
を
教
わ
り
な
が
ら
楽
し

く
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
用
水
路
事
業
へ
の
転
属

後
一
週
間
後
の
朝
一
番
、
中
村
医
師
の
運
転
す
る
ユ
ン
ボ

に
よ
っ
て
突
然
予
告
な
し
に
始
ま
っ
た
、
初
の
担
当
現
場

の
掘
削
は
、
知
識
・
経
験
・
準
備
不
足
の
自
分
に
と
っ
て

一
番
慌
て
た
出
来
事
で
し
た
。

ま
た
、
今
一
番
の
楽
し
み
は
毎
日
の
昼
飯
で
す
。
ら
く

思
い
出
す
と
何
か
本
当
に
自
分
の
身
の
回
り
で
起
き
て

い
つ
も
と
違
っ
自
分
が

だ
や
羊
な
ど
が
パ
ラ
パ
ラ
と
行
き
交
う
作
業
現
場
で
、
レ

イ
バ
ー
（
作
業
員
）
と
円
に
な
っ
て
食
べ
ま
す
。
力
仕
事

の
後
、
ハ
ラ
ペ
コ
で
食
う
飯
は
と
て
も
芙
味
し
く
、
皆
で

が
つ
つ
い
て
い
ま
す
。
レ
イ
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
皆
、
所
諧

小
作
農
の
人
々
で
、
力
仕
事
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
当
た
り

前
、
よ
く
喋
り
よ
く
笑
い
よ
く
歌
い
、
男
く
さ
い
と
い
う

言
葉
し
か
当
て
は
ま
ら
な
い
魅
力
的
な
連
中
で
す
。

用水路建設現場で奮闘する横山ワーカー
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僕
の
中
で
は
未
だ
「
非
日
常
」
が
続
い
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
赴
任
当
初
と
比
べ
る
と
現
地
の
風
習
や
、
食

べ
物
に
も
慣
れ
、
仕
事
に
も
慣
れ
生
活
の
面
で
は
全
て
が

日
常
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
を
実
感
し
ま
す
が
、
ど
こ
か
地

に
足
が
着
い
て
い
な
い
感
覚
は
否
め
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ

れ
だ
け
の
期
間
海
外
に
い
た
経
験
は
初
め
て
で
、
最
近
、

正
直
少
し
日
本
が
恋
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
つ
か

一
時
帰
国
し
、
友
人
達
に
こ
っ
ち
で
の
出
来
事
、
感
じ
た

こ
と
を
馴
染
み
の
居
酒
屋
で
一
杯
や
り
な
が
ら
語
る
日
を

夢
見
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
こ
ち
ら
か
ら
日
本
に
戻
る
時

に
感
じ
る
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
味
わ
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
生

活
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
、
再
び
戻
っ
て
き
た
時
に

は
地
に
足
の
着
か
な
い
浮
遊
感
が
取
り
払
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
小
麦
の
収
穫
時
期
は
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。

個
人
的
な
希
望
は
胸
に
秘
め
、
気
合
を
入
れ
て
こ
れ
か
ら

始
ま
る

J
地
区
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
建
設
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。

「
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
に
期
待

と
ら

い
た
出
来
事
と
は
思
え
な
い
、
不
思
議
な
感
覚
に
囚
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
を
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
自
分
や
、
毎
日
レ
イ
バ
ー
と
共

ぽ
こ
り

に
砂
埃
の
舞
う
広
大
な
大
地
を
足
元
に
力
仕
事
に
精
を
出

し
て
い
る
自
分
が
、
何
か
い
つ
も
の
自
分
と
は
違
う
別
の

人
間
の
よ
う
な
気
が
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
つ
い
半
年
程

前
ま
で
東
京
の
ど
真
ん
中
で
走
り
回
り
飲
み
歩
い
て
い
た

の
で
、
そ
う
感
じ
る
の
は
当
た
り
前
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
…
…
。

「
自
分
で
育
て
た
も
の
は
傷
つ
け
な
い
」

灌
漑
用
水
路
担
当

「
植
樹
の
仕
事
」
は
、
簡
単
に
い
う
と

「
木
を
植
え
る

こ
と
」
な
の
だ
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
奥
が
深
い
。
木

ゃ

の
収
集
、
場
所
の
整
地
、
溝
作
り
、
水
遣
り
、
人
や
動

物
か
ら
の
被
害
防
止
な
ど
、
様
々
だ
。
そ
の
中
で
、
多

く
の
時
間
を
費
や
す
の
は
、
植
え
た
後
の
維
持
管
理
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
む
し
ろ
「
育
て
る
」
と
言
っ
た
ほ
う

が
、
ピ
ン
と
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
木
を
育
て
る
」
、

こ
れ
は
、
短
期
間
で
は
で
き
な
い
息
の
長
い
仕
事
だ
。

悔
し
い
が
、

一
年
関
わ
っ
た
私
で
さ
え
、
木
の

一
生
に

と
っ
て
は
ほ
ん
の
一
瞬
に
過
ぎ
な
い
。

そ
ん
な
ほ
ん
の

一
瞬
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
短
い
活

動
期
間
の
中
で
「
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
図
々
し
く
も

植
え
た
木
に
長
く
関
わ
れ
る
か
」
を
一
年
以
上
考
え
て

き
た
。
最
近
、
実
践
し
て
い
る
の
が
、
木
を
育
て
な
が

ら
、
「
人
も
育
て
る
」
作
戦
で
あ
る
。
「
人
を
育
て
る
」

と
い
う
と
大
げ
さ
だ
が
、
要
は
、
「
ど
の
木
が
、
ど
こ
に
、

何
の
た
め
に
植
え
て
あ
る
」
か
を
、
仕
事
を
通
し
て
、

だ
ん
ら
ん

知
っ
て
も
ら
い
、
一
家
団
槃
や
礼
拝
の
時
な
ど
人
が
集

う
と
き
に
、
多
く
の
人
に
伝
え
て
も
ら
う
。

木
を
育
て
つ
つ
、

人
も
育
て
ば
・

神
戸
秀
樹

こ
ち
ら
の
人
は
、
多
く
が
話
し
好
き
だ
。
ま
た
お
も

し
ろ
い
こ
と
に
、
何
で
も
話
に
す
る
。
そ
ん
な
、
話
題

の
一
っ
に
な
れ
ば
い
い
。
つ
ま
り
、

一
種
の
「
啓
蒙
活

動
家
」
。
そ
ん
な
人
を
＿
人
で
も
増
や
せ
れ
ば
、
と
思
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
植
樹
、
散
水
に
携
わ
る
作
業
員
や

木
を
監
視
す
る
見
張
り
番
は
、
「
啓
蒙
」
し
や
す
い
よ
う
、

で
き
る
だ
け
家
の
近
い
人
を
配
置
し
て
い
る
。
家
の
近

く
の
木
だ
か
ら
、
と
愛
着
を
持
っ
て
育
て
て
く
れ
れ
ば

…
…
。
「
誰
で
も
自
分
で
育
て
た
も
の
は
傷
つ
け
な
い
」

そ
う
、
願
っ
て
い
る
。

植
樹
の
仕
事
の
実
績
の
多
く
は
、
色
々
な
人
の
目
に

見
え
る
「
支
え
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、
成
り
立
っ
て
い
る
。

数
ヶ
月
短
期
で
手
伝
い
に
き
て
く
れ
る
人
、
見
学
と
は

名
ば
か
り
に
作
業
員
と
共
に
、
仕
事
を
し
て
く
れ
る
医

学
生
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
で
桑
の
苗
木
を
育
て
て
く
れ
て

い
る
農
業
計
画
の
進
藤
さ
ん
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
桑
の

苗
木
を
育
て
て
く
れ
た
藤
田
さ
ん
、
オ
リ
ー
ブ
、
桑
そ

し
て
ユ
ー
カ
リ
の
交
渉
と
輸
送
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ

た
事
務
所
の
芹
沢
さ
ん
、
日
本
で
、
れ
ん
げ
の
種
を
収

集
し
て
く
だ
さ
っ
た
福
元
さ
ん
、
中
島
さ
ん
、
そ
し
て

事
務
所
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
現
場
監
督
な
ど
多
方
面
か
ら

関
わ
る
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
、
こ
う
し
た
後
方
か
ら
の
支

援
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
月
に
用
水

路
を
視
察
さ
れ
た
、
後
藤
会
長
を
は
じ
め
事
務
局
、
関

東
連
絡
会
の
方
々
、
訪
間
者
全
員
に
桑
の
「
記
念
植
樹
」

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
は
、
目
に
見
え
る
支
援

と
言
う
よ
り
も
っ
と
強
い
「
人
の
つ
な
が
り
」
と
い
う

も
の
を
感
じ
た
。
用
水
路
に
水
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら

に
日
本
で
長
く
支
援
し
て
下
さ
っ
て
い
る
会
員
の
方
の

「気
持
ち
」
が
通
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
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「
木
を
植
え
た
男
」

長
く
支
援
す
る
、
長
く
活
動
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
『
木
を
植
え
た
男
』
（
ジ
ャ
ン
11
ジ

オ
ノ
原
作
）
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
人
び
と
の
こ
と
を
深
く
思
い
や
る
、
す
ぐ
れ
た
人
格

者
の
行
い
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
見
定
め
て
、
は
じ
め

て
そ
れ
と
わ
か
る
も
の
。
名
誉
も
報
酬
も
も
と
め
な
い
ま

こ
と
に
お
く
ゆ
か
し
い
そ
の
行
い
は
、
い
つ
し
か
必
ず
見

る
も
た
し
か
な
あ
か
し
を
地
上
に
し
る
し
、
の
ち
の
世
の

人
び
と
に
あ
ま
ね
く
恵
み
を
ほ
ど
こ
す
も
の
」

柳もしっかりと根づき、護岸の蛇籠を抱きかかえている

P
M
S
病
院
で
は
、
二
0
0
五
年
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
州

結
核
診
断
の
指
定
医
療
機
関
に

こ
れ
は
、
文
字
通
り
「
木
を
植
え
た
男
」
を
指
し
て
の

言
葉
だ
が
、
何
も
植
樹
の
仕
事
に
通
じ
る
だ
け
で
な
い
。

中
村
医
師
お
よ
び
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
行
っ
て
い
る
、
長

期
的
視
野
に
立
っ
た
用
水
路
建
設
を
は
じ
め
と
す
る
水
源

確
保
事
業
、
農
業
計
画
そ
し
て
医
療
活
動
す
べ
て
に
通
じ

る
一
節
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
度
と
な
く
、

そ
の
中
に
身
を
置
く
自
分
の
励
み
に
し
て
き
た
。
そ
う
し

た
行
い
を
す
る
組
織
で
、
中
村
医
師
の
も
と
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
二
年
間
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
け
た
こ
と
を
誇
り
に

思
う
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
今
年
植
え
た
オ
リ
ー
ブ
は
、

「
平
和
と
豊
穣
」
の
象
徴
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

か
ん
ば
つ

戦
争
や
旱
魃
の
な
い
平
穏
な
世
の
中
が
訪
れ
る
こ
と
を
顧

っ
て
や
ま
な
い
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
植
樹
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
た
い
。

二
月
一
日
か
ら
一
一
一
月
一
0
日
の
間
で
の
植
樹
は
、
以
下
の

通
り
。柳

：
三
千
本
以
上
（
す
べ
て
用
水
路
で
の
調
達
が
可
能
）

P
M
S
病
院
検
査
技
師

坂
尾
美
知
子

結
核
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
検
査
室

オ
リ
ー
プ
…
一
千
本

桑
（
苗
木
、
挿
し
木
合
わ
せ
て
）
…
…
―
-
千
本

ユ
ー
カ
リ
…
…
一
千
本
。

二
年
間
、
仕
事
だ
け
で
な
く
生
活
面
す
べ
て
に
お
い
て

お
世
話
に
な
っ
た
中
村
先
生
、
藤
田
さ
ん
を
は
じ
め
多
く

の
現
地
ワ
ー
カ
ー
、
私
達
の
周
り
で
、
言
葉
に
し
て
話
せ

な
い
外
国
人
の
言
う
こ
と
を
精
一
杯
理
解
し
よ
う
と
し
、

ま
た
協
力
し
て
く
れ
た
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
と
現
地
人
作
業

貝
、
日
本
で
現
地
の
私
達
の
活
動
を
全
面
的
に
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
事
務
局
や
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
イ
ラ
ク
で

の
邦
人
拉
致
事
件
の
後
、
悩
み
な
が
ら
も
送
り
出
し
て
く

れ
た
友
達
や
家
族
、
そ
う
し
た
人
の
協
力
な
し
に
こ
の
二

年
間
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
会
貝
と
し
て
日
本
か
ら
で

き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
神
戸
さ
ん
は
五
月
で
任
期
終
了
で
す
1
1

事
務
局
）

政
府
の
結
核
診
断
、
治
療
病
院
・
診
療
所
と
し
て
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
前
は
、
結
核
と
診
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
、
セ

ン
タ
ー
や
そ
の
他
の
病
院
・
診
療
所
に
紹
介
さ
れ
、
そ
こ

で
無
料
の
治
療
薬
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

指
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
結
核
と
診
断
さ
れ
れ
ば
引
き
続

き
当
院
で
無
料
の
治
療
ル
ー
ト
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
投
薬
期
間
は
八
ヶ
月
と
長
期
に
亘
る
の
で
治
療
の

継
続
に
は
利
用
し
や
す
い
と
い
う
の
も
大
切
な
要
素
で
す
。

も
ち
ろ
ん

勿
論
当
院
で
結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
治
療
は
よ
そ
で
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

―
1
0
0
五
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年
間
で
、
検
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PMS病院の検査室で1動く坂尾ワーカー

査
室
で
は
延
べ
三
七
三
名
、
九
一
八
枚
の
標
本
の
抗
酸
菌

（
結
核
菌
）
の
顕
微
鏡
的
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
杓
延
ベ
―
―
―
八
名
、
五
七
枚
が
陽
性
で
し
た
。

(
1
+
）
が
二
四
名
（
治
療
中
の
五
名
を
含
む
）
、
（

2
＋
)

が
八
名
、

(
3
+
）
が
六
名
、

(
4
+
）
が
0
名
で
し
た
。

投
薬
前
の
検
査
で
陽
性
だ

っ
た
三
三
名
の
内
‘

1
0
歳

以
下
に
二
名
、
一
一
歳
か
ら
二
0
歳
ま
で
に
一
―
名
、
そ

の
後
は
一
0
歳
毎
に
三
名
、
五
名
、
五
名
、
四
名
、
二
名
、

七
0
歳
以
上
に
一
名
で
し
た
。
二

0
歳
以
下
が
一
三
名
と

若
年
者
に
陽
性
が
多
い
よ
う
で
す
。
年
齢
は
本
人
の
申
告

で
、
分
か
ら
な
い
と
答
え
た
方
は
そ
の
時
受
け
付
け
を
担

当
し
た
技
師
が
四
五
歳
と
か
六
0
歳
と
か
判
定
し
て
い
ま

す。
細
か
い
年
齢
構
成
は
あ
い
ま
い
で
す
が
、
若
年
者
に
多

た
ん

い
と
言
え
る
よ
う
で
す
（
あ
く
ま
で
も
痰
の
検
査
結
果
で

あ
り
、
全
結
核
患
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
排
菌
し
な
い
人
、

痰
を
出
せ
な
い
人
、
特
に
子
供
な
ど
は
痰
の
検
査
は
困
難

で
す
）
。

実
技
も
好
成
績

指
定
を
受
け
て
い
る
院
所
の
会
議
が
三
ヶ
月
に
一
度
、

セ
ン
タ
ー
で
も
た
れ
、

P
M
S
か
ら
は
医
師
、
看
誤
師
、

検
査
技
師
の
三
名
が
出
席
し
て
い
ま
す
。
会
設
で
は
、
私

達
検
査
技
師
は
三
ヶ
月
毎
の
検
査
結
果
の
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
す
る
と
と
も
に
、
疑
問
点
を
聞
い
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
り
し
ま
す
。
試
薬
も

一
部
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、

一
度
は
顕
微
鏡
の
実
技
チ
ェ
ッ
ク
も
あ
り
、
参

加
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
良
い
成
鎖
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
私
も
一
度
出
席
し
ま
し
が
、
そ
の
時
は
検
査
技
師

だ
け
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
隣
の
部
屋
で
も
た
れ
ま
し
た
。

女
性
は
私

一
人
で
、
残
り

一
0
名
ほ
ど
は
男
性
で
し
た
が
、

チ
ー
フ
が
女
性
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
す
ぐ
側
に
座
ら
せ
て

も
ら
え
た
の
で
質
問
も
し
や
す
く
幸
い
で
し
た
。
事
前
に

一
応
英
語
と
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
結
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
冊
子

も
読
み
、
気
合
十
分
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
気
合
の
割
り

に
会
話
に
つ
い
て
い
け
ず
残
念
で
す
。
会
議
に
「
参
加
し

た
」
と
い
え
る
日
が
い
つ
か
来
る
、
と
い
う
の
は
夢
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
検
査
室
の
ス
タ
ッ
フ
は
六
名
で
す
が
、
新
人
一
人

を
除
き
全
員
で
抗
酸
菌
検
査
を
し
て
い
ま
す
。
抗
酸
菌
検

査
は
三
回
を
基
本
に
し
て
お
り
、
三
回
目
の
結
果
時
に
医

師
の
判
定
と
な
り
ま
す
。
三
回
目
は
で
き
る
だ
け
早
く
結

果
を
出
す
、
入
院
患
者
は
一
回
目
を
そ
の
日
の
内
に
検
査

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
全
員
が
担
当
で
き
る
こ
と
で
、

宿
直
の
時
間
も
利
用
で
き
病
院
業
務
は
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

ク
リ
ニ
ソ
ク

（診
療
所
）
で
も
対
応
で
き
ま
す
。

こ
の
結
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
検
査
室

で
は
記
録
簿
の
記
載
が
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
標
本
の
保

管
が
確
実
に
な
っ
た
こ
と
で
再
チ
ェ
ッ
ク
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
病
院
で
抗
酸
菌
の
顕
微
鏡
検
査
の
経
験
は
多
少

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
陽
性
者
が
少
な
い
、
陽
性
で

あ
っ
て
も
菌
数
が
非
常
に
少
な
い
ケ
ー
ス
が
大
半
で
、
根

気
と
集
中
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
陽
性
例
が
多
く
、
ま
た
そ
の
菌
数

も
多
い
ケ
ー
ス
が
大
半
で
、
根
気
と
集
中
力
が
試
さ
れ
る

前
に
腸
性
の
結
果
が
出
る
こ
と
が
多
く
、
顕
微
鏡
検
査
の

姿
勢
が
甘
く
な
り
が
ち
で
す
。
三
回
検
査
を
す
る
、
時
に

再
チ
ェ
ソ
ク
を
入
れ
る
、
個
人
の
責
任
と
技
術
を
は
っ
き

つ
な

り
さ
せ
る
こ
と
で
、
技
術
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
菌
数
の
少
な
い
早
い
段
階
で
患
者
さ
ん
が
病

院
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
段
階
で
検
査
の
依
頼
が

な
さ
れ
、
そ
れ
に
応
え
得
る
検
査
技
術
が
定
着
す
れ
ば
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
に
尽
力
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時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
現
地
で
一
＿一
度
目
の
春
を

迎
え
ま
し
た
。
「
サ
ソ
リ
に
か
ま
れ
た
」
と
い
う
患
者
さ

ん
が
来
院
す
る
よ
う
に
な
り
、
春
だ
な
ぁ
暖
か
く
な
っ
た

ん
だ
な
ぁ
と
惑
じ
て
い
ま
す
。
三
年
前
の
こ
の
時
期
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
お
ろ
か
、
中
村
医
師
の
こ
と
さ
え
全
く

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
今
こ
う
し
て
現
地
に
い

る
の
が
と
て
も
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。
結
局
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
ぬ
ま
ま
、
「
誰
も
が
行
き

た
が
ら
な
い
所
に
行
く
」
と
い
う
言
葉
だ
け
を
頼
り
に
、

二
0
0
1
1
一年
の
海
外
初
渡
航
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

そ
れ
以
来
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
、

P
M
S
病
院
勤

務
を
経
て
、
大
半
を
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
、
薬
局
勤

務
や
受
付
業
務
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

診
療
所
で
は
、
急
病
患
者
は
二
四
時
間
対
応
す
る
と
い

う
P
M
S
の
性
格
上
、
常
時
待
機
し
て
い
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
一
ヶ
月
診
療
所
敷
地
か
ら

一
歩
も
出
な
い
月

も
あ
り
ま
す
。
文
字
通
り
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
同
じ
綿
屋
に

い
ち
れ
ん
た
く
し
ょ
う

寝
て
、
急
患
が
来
た
ら

一
蓮
托
生
的
に
働
き
ま
す
。
真
夜

中
の
急
患
対
応
の
後
、
満
天
の
星
空
に
見
と
れ
す
ぎ
風
邪

春
を
知
ら
せ
る
サ
ソ
リ
？

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
担
当

紺
野
道
寛

診
療
所
敷
地
か
ら

一
歩
も
出
な
い
月
も

生
泊
し
て
い
く
上
で
距
離
が
近
す
ぎ
る
せ
い
か
、
ス
タ

か
い
せ
ん

ッ
フ
と
口
論
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
折
癬
や
ヘ
ル
ペ
ス
、

マ
ラ
リ
ア
や
ア
メ
ー
バ
赤
痢
…
…
な
ど
で
も
苦
し
み
ま
し

た
。
辛
か
っ
た
断
食
に
も
、
自
然
な
流
れ
で
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
訳
で
診
療
所
勤
務
は
、
水
路
や
農
業
な

ど
動
き
の
激
し
い
セ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
ま
た
違

っ
た
意
味

で
ハ
ー
ド
(
?
)
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考

え
る
と
、
同
じ
条
件
で
診
療
所
勤
務
を
す
る
メ
デ
イ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
や
門
番
の
お
っ
ち
ゃ
ん
は
、
か
な
り
頑
張
っ
て

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
々
で
す
が
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ
ん
と

の
や
り
と
り
で
は
、
色
々
あ
り
常
に

一
喜
一

憂
し
て
い
ま

ま
ま

す
。
我
儘
な
ス
タ
ッ
フ
に
「
や
か
ま
し
い
わ
、
こ
の
」
と

日
本
語
で
怒
嗚

っ
た
り
、
順
番
を
守
ら
な
い
、
理
不
尽
な

こ
と
を
い
う
患
者
に
ム
カ
ッ
と
し
た
り
も
日
常
的
に
し
ま

す。
で
す
が
二
旦
―

-
Hも
す
る
と
そ
れ
も
ま
た
コ
ロ
ッ
と
ス

ポ
ッ
と
忘
れ
、
素
朴
で
礼
儀
正
し
い
山
の
患
者
さ
ん
に
接

し
、
は
ん
わ
か
と
嬉
し
く
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
診
療
所

に
は
、
子
ど
も
か
ら
老
人
、
遊
牧
民
、
軍
閥
の
傭
兵
、
政

府
役
人
、
米
軍
兵
士
な
ど
な
ど
実
に
様
々
な
人
が
来
院
し
、

沢
山
の
人
に
出
会
え
、
会
話
を
楽
し
め
ま
す
。
中
で
も
役

得
な
こ
と
に
、
私
は
外
国
人
男
性
な
が
ら
も
受
付
業
務
を

口
論
・
衝
突
も
コ
ロ
っ
と
忘
れ

を
引
い
た
り
、
睡
眠
不
足
に
な
り
早
朝
庭
に
出
て
そ
の
ま

ま
チ
ャ
ー
パ
イ
（
網
ベ
ッ
ド
）
に
ゴ
ロ
ン
と
な
る
時
も
あ

り
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
中
に
呼
ば
れ
慌
て
た
り
、
で
き
上
が

っ
た
ラ
ー
メ
ン
を
前
に
お
預
け
と
な
り
、
無
念
の
奇
声
を

あ
げ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

す
る
関
係
で
、
毎
日
ア
フ
ガ
ン
人
女
性
を
見
て
話
す
機
会

に
恵
ま
れ

（勿
論
じ
ろ
じ
ろ
見
た
り
、
必
要
以
上
の
会
話

を
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
）
、
そ
の
顔
の
美
し

さ
と
プ
ル
カ
の
中
の
派
手
な
衣
服
、
押
し
の
強
さ
と
粘
り

強
さ
に
「
う
）
ん
」
と
圧
倒
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
男
性
は
女
性
よ
り
要
領
が
よ
く
あ
っ
さ
り
し
て
い

る
気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な
風
に
、
強
気
で
一
方
的
で
我
儘

だ
け
ど
す
ご
く
優
し
い
、
と
て
も
濃
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
二
年
八
カ
月
で
、
私
が
現
地
で

何
を
し
た
か
で
き
た
か
と
振
り
返
る
と
大
き
な
こ
と
は
あ

ま
り
無
い
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
常
に
そ
こ
に
居
て
、

一

緒
に
話
し
て
見
て
聞
い
て
考
え
て
働
い
た
と
い
う
こ
と
が
、

何
か
し
ら
の
小
さ
な
チ
カ
ラ
に
な
れ
た
の
か
な
と
も
思
い

ま
す
。

P
M
S
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
が
、
色
々
改
善
点

を
抱
え
な
が
ら
も
、
た
だ
そ
こ
に
在
る
と
い
う
こ
と
が
地

域
住
民
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
。
付
き
合
い

の
長
い
ス
タ
ッ
フ
と
は
、
深
い
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
ま
し

た
。
イ
ス
ラ
ム
の
こ
と
、
ア
フ
ガ
ン
の
こ
と
、
日
本
の
こ

と
な
ど
、
日
本
に
居
る
と
き
に
は
全
く
考
え
な
か
っ
た
こ

と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
多
さ
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

今
こ
う
し
て
ア
フ
ガ
ン
に
い
ら
れ
る
こ
と
・
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
活
動
を
知
り
関
わ
れ
た
こ
と
が
娼
し
い
で
す
。

こ
の
機
会
を
下
さ
り
、
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
全
て
の
皆

さ
ん
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
最
後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
0

0
六
年
＿
―
-月
八
日

小
さ
な
力
に
な
れ
れ
ば

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
て
。
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相
次
い
だ
侮
辱
事
件

子
供
た
ち
と
の
触
れ
あ
い
も

大
切
な
時
間
で
す

|
ー
諷
刺
漫
画
事
件
を
憂
い
つ
つ

農
業
計
画
担
当
佃
品
膝
和
也

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
今
年
は
気

温
の
上
が
り
が
早
く
ま
た
雷
が
少
な
い
た
め
旱
魃
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
無
事
小
麦
が

収
穫
で
き
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

さ
て
少
し
前
で
す
が
、
あ
る
北
欧
の
国
で
イ
ス
ラ
ム

教
を
侮
辱
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
現
地
人
が
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
情
報
か
ら
聞
き
ま
し

た
が
、
幸
い
こ
ち
ら
は
大
き
な
混
乱
も
無
く
、
以
前
あ

っ
た
コ
ー
ラ
ン
侮
辱
事
件
の
よ
う
に
大
き
な
デ
モ
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
事
件
を
期
に

一
っ
疑
問
が
浮
か
び
ま
し
た
の
で
、

い
つ
も
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
フ
ァ
ー
マ

ー
に、

も
し
日
本
で

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
日
本
人
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
聞
い
て
み
ま
し

た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
か
ら
は
、
「
日
本
は
そ
ん
な
こ
と
を
し

な
い
、
日
本
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
友
人
」
と
の
答
え

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

P
M
S
の
仕
事
を
通

し
て
日
本
人
に
対
し
て
信
頼
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
日

子
供
た
ち
と
も
打
ち
解
け

本
に
対
し
て
元
々
良
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

プ
デ
ィ
ア
ラ
イ
の
農
場
で
仕
事
を
し
て

一
年
以
上
に
な

り
、
フ
ァ
ー
マ
ー
だ
け
で
な
く
彼
の
子
供
達
、
孫
達
ま
た

近
く
の
家
の
子
供
た
ち
と
も
仲
良
く
な
り
、
男
の
子
、
女

の
子
問
わ
ず
よ
く
農
場
や
休
息
所
に
遊
び
に
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
子
供
達
と
触
れ
合
う
機
会
が
増
え
た

の
は
、
あ
る
程
度
信
頼
さ
れ
、
ま
た
同
じ
所
で
そ
の
家
族

と
と
も
に
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
得
ら
れ
た
た
め
だ
と
思

っ
て
お
り
、
自
分
に
と
っ
て
も
大
切
な
時
間
で
す
。

私
が
彼
に
質
問
し
た
理
由
は
、
コ
ー
ラ
ン
事
件
に
始
ま

り
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
侮
辱
と
い
え
る
事
件
が
続
き
、
も
し

仮
に
日
本
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、
直
接

P
M
S
が
関
係
し
て
い
な
い
こ
と
を
彼
ら
が
理
解
し
て
く

れ
た
と
し
て
も
、
友
人
と
し
て
信
頼
し
て
く
れ
て
い
る
現

地
の
人
達
を
裏
切
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
た
め
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
会
員
お
よ
び
支
援
者
の
皆

様
は
中
村
医
師
の
講
演
や
会
報
を
読
ま
れ
た
方
が
多
く
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
報
道
だ
け
の
情
報
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら

は
旱
魃
、
異
常
気
象
の
影
響
で
、
多
く
の
人
達
が
厳
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
引
き

続
き
の
ご
支
援
と
併
せ
て
、
現
地
の
厳
し
い
現
状
、
そ
し

て
報
道
と
現
地
の
実
情
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
に
対
す
る
疑

問
等
を
、
近
く
の
方
た
ち
話
し
合
う
な
ど
し
て
実
情
へ
の

理
解
を
広
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
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「
レ
シ
ー
ト
と
は
何
で
あ
る
か
？
」

P
M
S
会
計
担
当

中
山
博
喜

P
M
S
病
院
で
働
く
頑
強
庭
師
ア
ス
ラ
ム
は
、
と
な
り

の
ト
ト
ロ
と
い
う
映
画
に
出
て
く
る
＂
ね
こ
バ
ス
“
に
ど

こ
か
顔
が
似
て
い
て
、
生
ま
れ
た
そ
の
日
か
ら
た
っ
た
今

ま
で
、
ひ
た
す
ら
ガ
キ
大
将
を
貫
き
通
し
た
よ
う
な
ワ
ン

パ
ク
顧
の
お
と
つ
つ
あ
ん
で
あ
る
。

も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
話
に
な
る
が
、
仕
事
道
具
を
修
理

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ス
ラ
ム
が
お
金
を
受
け
取
り
に

来
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
病
院
の
会
計
に
は
お
金
の
出

し
入
れ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
細
か
く
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
会
計
か
ら
お
金
を
受
け
取
る
場

合
は
前
も
っ
て
使
用
目
的
を
事
務
所
に
届
け
出
た
後
、
そ

こ
か
ら
発
行
さ
れ
る
リ
ク
エ
ス
ト
を
持
参
し
た
と
こ
ろ
で

は
じ
め
て
現
金
を
渡
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
り
す
る
。

な
ん
だ
か
ま
わ
り
く
ど
い
言
い
方
を
し
た
け
れ
ど
、
つ

ま
る
と
こ
ろ
、
リ
ク
エ
ス
ト
無
し
で
は
お
金
が
出
な
い
、

と
い
う
シ
ス
テ
ム
な
の
だ
。
や
た
ら
と
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い

手
順
を
踏
ん
で
は
い
る
が
、
こ
の
ル
ー
ル
の
背
景
に
は
二

振
り
返
れ
ば
充
実
し
た

「
地
下
室
」
の
五
年
間
で
し
た

十
数
年
に
わ
た
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
活
動
の
汗
と
涙

の
経
験
に
基
づ
く
”
知
恵
II

が
隠
さ
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
、
な
か
な
か
あ
な
ど
れ
な
い
。

お
金
を
渡
し
て
な
が
い
こ
と
日
が
経
つ
が
、
と
う
の
ア

ス
ラ
ム
は
い
く
ら
待
て
ど
も
消
算
に
や
っ
て
来
る
気
配
が

な
い
。
こ
れ
は
イ
カ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
彼
を
会
計
室
に

呼
び
出
し
、
は
や
く
お
金
を
清
算
す
る
よ
う
紳
士
的
冷
静

沈
着
に
伝
え
た
わ
け
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
お
と
つ
つ
あ
ん
は
突
然
シ
カ
メ
ッ
面

に
な
り
、
＂
清
算

II

と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
か
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
こ
れ
ま
た
冷
静
に
尋
ね
返
し
て
き
た
。

私
は
彼
の
反
応
に
少
し
ば
か
り
「
や
や
や
！
」
と
驚
き

な
が
ら
、
そ
れ
で
も
さ
ら
に
冷
静
を
装
っ
て

「
そ
れ
は
つ
ま
り
、
レ
シ
ー
ト
の
裏
に
ア
ナ
タ
の
サ
イ
ン

を
書
い
て
、
お
つ
り
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
と
一
緒
に
私
に
差

し
出
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ぞ
」

と
、
な
か
な
か
簡
単
明
瞭
に
＂
清
算
“
と
い
う
も
の
を
説

明
し
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
話
を
聞
い
た
ア
ス
ラ
ム
は
ワ

ン
パ
ク
頻
を
ニ
ャ
リ
と
さ
せ
て
、
大
き
な
鼻
か
ら
ゴ
ゴ
ゴ

ー
と
生
ぬ
る
い
息
を
吐
き
出
し
な
が
ら

「
そ
れ
だ
っ
た
ら
ワ
シ
は
す
で
に
サ
イ
ン
を
書
い
た
の
で

あ
る
ケ
ッ
ケ
ッ
ケ
ッ
•
•
•
…
」

と
、
突
き
出
た
腹
を
さ
ら
に
無
理
や
り
突
き
出
し
て
、
椅

子
に
座
っ
て
い
る
我
々
を
は
る
か
天
空
の
彼
方
よ
り
見
下

ろ
す
か
の
ご
と
く
そ
う
言
っ
て
の
け
た
。

我
々
は
彼
の
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
発
言
に
再
び
、

「
や
や
や
！
」

と
た
じ
ろ
ぎ
な
が
ら
、
清
算
を
済
ま
せ
て
い
な
い
の
に
い

っ
た
い
何
に
サ
イ
ン
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
す
ば
や
く

頭
を
駆
け
巡
ら
せ
、
ど
う
や
ら
彼
は
リ
ク
エ
ス
ト
と
レ
シ

<. 

そ
こ
で
す
か
さ
ず
他
の
会
計
係
が
「
ふ
っ
」
と
口
の
端

で
笑
い
な
が
ら
、
ア
ナ
タ
が
サ
イ
ン
を
書
い
た
の
は
リ
ク

エ
ス
ト
用
紙
で
あ
っ
て
、
我
々
が
今
必
要
と
し
て
い
る
の

は
レ
シ
ー
ト
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
な
言
葉
を
「
ど

ー
だ
！
ど
ー
だ
！
」
と
決
定
的
に
浴
び
せ
た
と
こ
ろ
、

お
と
つ
つ
あ
ん
は
マ
ル
脹
を
さ
ら
に
大
き
く
さ
せ
な
が
ら

一
言
こ
う
言
い
放
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
そ
も
そ
も
、
”
レ
シ
ー
ト
“
と
は
何
で
あ
る
か
？
」

…
…
あ
た
り
は
一
瞬
ス
ッ
と
静
ま
り
返
り
、
そ
の
あ
と

「
レ
シ
ー
ト
を
知
ら
な
い
ん
じ
ゃ
あ
し
ょ
う
が
な
い
で
は

な
い
か
」

と
根
本
的
会
話
の
不
成
立
ぶ
り
に
ど
よ
め
き
つ
つ
、
そ
の

ま
ま
一
斉
に
ワ
ッ
と
笑
い
の
渦
へ
と
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ

ー
ト
を
混
同
し
て
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い

こ。t
 

屈託のない庭師のアスラム
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会
計
と
い
う
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

い
う
い
や
は
や
的
ど
う
に
も
苦
笑
い
だ
ら
け
の
状
況
と

い
う
の
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
お
金
を
管
理

す
る
者
と
し
て
は
い
さ
さ
か
困

っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
が
、

そ
の
苦
笑
い
の
中
に
、
な
ん
だ
か
”
ヒ
ト
“
と
し
て
の
大

事
な
も
の
が
陪
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
不
思

議
に
心
地
よ
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
す
る
。

。

た
…
…

こ
う

現
在
、
主
要
な
場
所
に

一
0
ヶ
所
、
チ
ョ
キ
ダ
ー
ル

守
衛
小
屋
を
建
設

ア
フ
ガ
ン
版

灌
漑
用
水
路
担
当

「
苦
笑
い
」
に
人
を
学
ぶ

鬼

木

稔

「
竹
取
物
語
」

そ
の

1

私
は
こ
の
春
を
も
っ
て
現
地
活
動
を
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
数
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
自

分
は
何
を
や

っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
最
近
に
な
っ
て
し
み
じ

み
と
考
え
る
。

こ
こ
で
鼻
の
穴
な
ど
プ
ク
ッ
と
膨
ら
ま
し
つ
つ
、
ニ
マ

リ
と
笑
え
る
よ
う
な
記
憶
が
湧
き
お
こ
っ
て
く
る
と
こ
れ

は
も
う
こ
の
世
の
幸
せ
と
で
も
い
え
る
の
だ
ろ
う
が
、
あ

い
に
く
の
と
こ
ろ
ど
う
思
い
を
巡
ら
し
た
と
こ
ろ
で
、
簿

暗
い
地
下
の
片
隅
で
、
湿
り
気
を
帯
び
た
お
札
を
う
す
ら

寂
し
く
数
え
続
け
る
と
い
う
じ
つ
に
陰
惨
な
光
景
だ
け
が
、

頭
の
中
に
ど
ん
よ
り
と
浮
か
ん
で
く
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

思
い
出
が
ま
た
妙
に
気
持
ち
よ
か
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
が

困

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
、
こ
れ
は
き

っ
と
前
に
述
べ
た
よ

う
な
”
大
事
な
何
か
“
が
そ
う
思
わ
せ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

P
M
S
で
の
活
動
を
通
し
て
、
そ
う
し
た
”
ヒ
ト
“
を

持
っ
た
人
々
と
苦
楽
を
共
に
で
き
た
私
は
幸
せ
者
で
あ
る

な
あ
、
と
今
更
な
が
ら
深
々
と
そ
う
思
う
。
そ
し
て
、
こ

の
”
ヒ
ト
“
を
尊
ぶ
活
動
が
、
今
後
と
も
末
永
く
続
い
て

ゆ
く
こ
と
を
心
の
底
か
ら
祈

っ
て
い
る
。

＊
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
地
で
お
世
話
に
な
っ
た
中

村
先
生
を
は
じ
め
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
み
な
さ
ん
。
現
場

で
幾
度
と
な
く
握
手
を
交
わ
し
喜
怒
哀
楽
を
共
に
し
た
現

地
職
員
の
同
士
た
ち
。
そ
れ
か
ら
絶
え
間
な
い
声
援
と
支

援
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
日
本
事
務
局
の
皆
様
と
募

金
者
の
方
々
。
そ
し
て
、
私
の
現
地
行
き
を
ひ
た
す
ら
黙

っ
て
見
守

っ
て
く
れ
た
家
族
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
中
山
さ
ん
は
三
月
で
任
期

終
了
さ
れ
ま
し
た
1
1
事
務
局
）

い
ず

（守
衛
さ
ん
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
テ
ン
ト

暮
ら
し
で
、
二
四
時
間
二
名
交
替
の
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。

取
水
口
が
一
望
の
も
と
に
見
渡
せ
る
、
一
段
と
裔
い
場

所
に
建
設
場
所
を
選
び
、
四

m
x
六

m
の
小
屋
の
基
礎
を

石
組
み
す
る
。
基
本
的
に
は
、
現
地
流
の
建
設
方
法
を
踏

襲
す
る
つ
も
り
だ
が
、
土
壁
に
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
セ
メ

ン
ト
を
混
入
し
た
、

P
M
S
特
製
の
ハ
ウ
ラ
（
パ
ウ
ダ
ー

状
の
土
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
た
。

連
日
泥
を
捏
ね
て
は
積
み
上
げ
て
、
両
壁
か
ら
は
み
出

ヵ

し
た
土
を
、
垂
直
に
掻
き
落
と
す
。
強
烈
な
太
陽
と
乾
燥

し
た
気
候
風
上
で
は
、
一
日
お
け
ば
充
分
そ
の
上
に
積
み

上
げ
が
可
能
と
な
る
。
ド
ア
と
ニ
ヶ
所
の
窓
は
、
枠
を
土
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の
中
に
塗
り
込
め
る
の
だ
が
、
想
像
以
上
に
頑
強
で
あ
る
。

――-
m
程
の
高
さ
ま
で
壁
が
積
み
上
が
る
と
、
い
よ
い
よ

屋
根
の
部
分
で
あ
る
が
、
私
に
は
ど
う
し
て
も
屋
根
の
作

り
方
が
解
ら
な
か
っ
た
。
メ
ー
ソ
ン
（
石
エ
）
の
出
番
で

あ
る
。
現
地
の
人
達
の
自
宅
は
、
自
分
達
で
作
る
の
で
、

皆
手
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か
ご

石
と
土
に
竹
と
籠
、
殆
ど
現
場
周
辺
で
調
達
で
き
る
資

材
で
あ
り
、
購
入
が
必
要
な
の
は
窓
と
ド
ア
、
そ
れ
に
天

井
の
梁
に
す
る
若
干
の
材
木
だ
け
で
あ
る
が
、
材
木
は
私

スランプール地区にある三日月池の水門（左から中村、鬼木、藤田）

達
の
現
場
か
ら
出
る
、
廃
材
を
寄
せ
集
め
た
。
こ
ち
ら
で

は
木
材
は
少
な
く
て
貴
重
品
で
あ
り
、
そ
の
分
非
常
に
高

価
な
の
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
竹
の
束
を
担
い
で
休
憩
し
て
い
た
人
に
、
ど

っ
か
ら
取
っ
て
き
た
の
か
情
報
を
聞
く
。
こ
こ
か
ら
歩
い

て
片
道
二
時
間
少
々
ら
し
い
。
折
悪
し
く
明
日
か
ら
ラ
マ

ダ
ン
（
断
食
月
）
入
り
と
な
る
が
、
私
の
右
腕
で
あ
る
メ

ー
ソ
ン
頭
の
サ
デ
イ
ッ
ク
に
相
談
す
る
。
そ
こ
の
場
所
は

知
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
私
は
来
な
い
方
が
良
い
と
の
こ

と
。
遠
い
し
、
き
つ
い
か
ら
気
を
使
っ
て
く
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
、
「
な
ー
に
私
は
大
丈
夫
だ
」
と
ば
か
り
、

一
緒
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
私
は
四
0
数
年
間
も
山
登
り

を
し
て
き
て
、
今
も
現
役
な
の
で
あ
る
。

当
日
は
サ
デ
ィ
ッ
ク
と
六
名
の
レ
イ
バ
ー
で
、
早
朝
に

落
ち
合
っ
て
出
発
、
四
駆
車
で
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
、
道

な
き
道
を
選
び
な
が
ら
進
む
。
目
的
地
は
谷
の
奥
に
あ
る

が
、
谷
へ
の
進
入
口
は
開
け
て
い
て
、
取
水

D
現
場
の
す

ぐ
横
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
一
五
分
ほ
ど
で
谷
は
少
し
狭
ま
り
、
そ
こ
か
ら

先
は
四
駆
車
で
も
無
理
と
判
断
、
全
貝
鎌
を
持
っ
て
歩
き

と
な
る
の
だ
が
、
突
然
サ
デ
ィ
ッ
ク
が
、
私
は
こ
こ
に
留

ま
る
よ
う
に
と
制
止
す
る
。
そ
し
て
懐
か
ら
取
り
出
し
た

の
は
、
何
と
ピ
ス
ト
ル
で
あ
る
。

危
険
が
迫
っ
た
場
合
は
こ
れ
を
使
え
と
、
繋
ち
方
を
教

え
て
く
れ
、
予
備
の
弾
倉
ま
で
私
に
押
し
付
け
て
く
る
。

一
昨
日
私
が
下
し
た
解
釈
の
、
き
つ
い
か
ら
来
る
な
…
…
、

と
は
違
っ
て
、
奥
の
部
落
は
危
な
い
か
ら
来
な
い
よ
う
に

と
言
っ
て
い
た
の
だ
。

奥
地
行
が
思
わ
ぬ
展
開
に

だ
け
ど
、
そ
う
と
知
る
と
益
々
好
奇
心
が
増
大
す
る
妙

な
性
格
で
、
き
っ
ぱ
り
と
私
も
同
行
す
る
と
言
っ
て
、
ピ

ス
ト
ル
を
サ
デ
ィ
ッ
ク
に
返
す
。
仕
方
な
い
と
肩
を
ス
ボ

め
て
、
ピ
ス
ト
ル
を
腹
に
差
し
、
そ
の
か
わ
り
絶
対
に
自

分
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
と
念
を
押
さ
れ
る
。

や
が
て
谷
は
縦
横
に
石
垣
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
、
今
ま

で
見
て
き
た
ア
フ
ガ
ン
の
風
景
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
見

返
す
と
小
高
い
丘
の
上
に
は
、
見
張
り
所
と
思
え
る
石
積

み
の
小
屋
が
散
見
さ
れ
る
。

思
え
ば
、
取
水
口
横
の
道
路
際
か
ら
伸
び
て
い
る
斜
面

の
、
山
の
頂
上
に
は
警
備
隊
の
監
視
所
が
建
っ
て
い
て
、

そ
こ
に
一
度
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。
普
段
は
よ
ほ
ど
暇

だ
と
見
え
て
、
紅
茶
を
出
し
た
り
自
動
小
銃
や
拳
銃
を
分

解
し
て
私
に
手
ほ
ど
き
ま
で
し
て
歓
待
し
て
く
れ
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
時
、
外
に
あ
る
銃
座
が
目
に
付
い
た
。
普
通
な
ら

道
路
側
に
向
け
て
い
る
の
が
当
た
り
前
だ
ろ
う
に
、
こ
の

谷
の
奥
に
向
け
て
銃
座
が
据
え
ら
れ
て
い
る
の
を
不
思
議

に
感
じ
て
い
た
こ
と
を
、
フ
ト
思
い
出
し
た
。
さ
ら
に
、

チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
誰
か
ら
聞
い
た
の
か
、
私
が
こ
の

場
所
に
竹
取
り
に
行
く
こ
と
を
知
っ
て
、
し
き
り
に
や
め

た
方
が
良
い
と
忠
告
し
て
い
た
っ
け
…
…
。

こ
の
奥
に
は
や
は
り
何
か
が
あ
る
！
益
々
好
奇
心
は

膨
ら
む
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
（
次
号
に
続
く
）

▼
事
務
局
3
階
か
ら
6
階
へ
移
転
し
ま
し
た
▼

＊
昨
春
、
事
森
馬
が
移
転
し
ま
し
た
。
同
ビ
ル
内
の
引
っ
越
し

で
す
が
、
お
便
り
さ
れ
る
際
は
6
0
3
I馨
至
と
こ
記
人
下
さ
い
。
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コ
ー
ト
が
ま
だ
手
放
せ
な
い
三
月
六
日
、
成
田
空
港
か

ら
、
関
東
連
絡
会
一
行
四
名
は
、
後
藤
会
長
、
井
本
副
会

長
、
事
務
局
の
福
元
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
不
安
を
交
え
た

興
腐
を
胸
に
抱
え
て
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
ヘ
飛
び
立
ち
ま
し

こ。t
 七

日
朝
、

P
M
S
病
院
へ
。
一
九
九
八
年
の
開
院
式
に

l̀̀
r, 

f
f
す

参
列
し
た
と
き
と
見
違
え
る
よ
う
な
仲
ま
い
に
八
年
と
い

う
時
間
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
、
病
院
内
は
勿
論
、
患
者

さ
ん
や
そ
の
家
族
の
為
に
門
前
に
店
が
並
び
、
地
域
の
中

の
病
院
と
い
う
姿
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
理
事
会
、
医
局
、
看
護
師
打
合
せ
に
同
席
を
許
さ
れ
、

紹
介
し
て
頂
き
、
院
内
見
学
の
あ
と
、
中
庭
で
表
彰
式
に

列
席
し
、
病
院
を
支
え
て
い
る
多
く
の
み
な
さ
ん
の
自
信

に
満
ち
た
お
顔
を
み
つ
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
月
並
み
な
言
葉
で
言
え
ば
、
夢
に
ま
で
見
た

カ
イ
バ
ル
峠
を
越
え
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
国
し
た
と

き
は
、
年
甲
斐
も
な
く
「
ヤ
ッ
タ
ー
」
と
い
う
気
持
ち
で

し
た
が
、
そ
こ
か
ら
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
ま
で
の
悪
路
の
ド

が

ラ
イ
ブ
は
舌
を
噛
ま
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
ほ
ど
の
揺

門
前
町
の
出
現
に
歳
月
を
実
感

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
関
東
連
絡
会
事
務
局

安
藤
由
貴
子

緑
の
谷
と
化
す
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

●
現
地
訪
問
記

れ
と
埃
ま
み
れ
で
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
宿
舎
、
事
務
所
を
見

学
。
日
本
人
的
使
い
方
を
工
夫
し
な
が
ら
現
地
に
と
け
込

ん
で
い
る
の
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
試
験
農
園
で
は
、
栽
培
さ
れ
て
い
る

お
茶
が
、
今
年
は
美
し
い
新
芽
が
顔
を
出
し
、
将
来
の
成

つ
な

功
に
繋
が
る
様
を
見
ま
し
た
。
昨
年
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
近

所
の
人
達
を
集
め
て
食
べ
て
も
ら
っ
て
好
評
だ
っ
た
由
、

東
京
の
片
隅
で
焼
き
い
も
会
を
開
い
て
い
る
私
に
と
っ
て

は
う
れ
し
い
共
通
点
を
見
て
、
今
年
は
同
じ
紅
あ
づ
ま
の

苗
を
植
え
な
が
ら
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
い
も
を
話
題
に
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
場
の
説
明
を
な
さ
っ
た
担
当
の
現
地
の
方
に
、
小
さ

な
男
の
子
が
び
っ
た
り
と
つ
い
て
、
父
親
の
仕
事
ぶ
り
を

み
て
い
ま
し
た
。
慈
愛
に
み
ち
た
子
供
へ
の
生
き
て
行
く

為
の
教
育
を
し
て
い
る
父
親
の
姿
が
わ
か
り
、
思
わ
ず

「
あ
な
た
の
夢
は
？
」
と
ぎ
い
た
と
き
、
「
平
和
で
日
々
の

生
活
が
営
ま
れ
、
友
達
が
遊
び
に
来
て
語
ら
う
こ
と
」
と

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
の
優
等
生
的
返
事

に
こ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
人
間
の
生
き
方
で
、
日
本
人
の
今

の
生
活
を
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

水
路
の
見
学
は
今
ま
で
中
村
先
生
の
講
演
会
で
ス
ラ
イ

ま

ド
で
見
て
い
た
も
の
を

H
の
当
た
り
に
し
、
我
が
身
に
近

く
感
じ
ら
れ
、
ど
こ
の
場
所
に
行
っ
て
も
た
だ
た
だ
ス
ゴ

ー
イ
ス
ゴ
ー
イ
の
連
発
で
し
た
。
中
村
先
生
が
ユ
ン
ボ
の

運
転
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
で
は
、
真
剣
な
中
に

に
じ

も
ご
満
足
気
で
得
意
気
が
滲
み
だ
し
た
お
顔
を
み
て
、
思

わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
国
で
は
女
が
や

い
ま
し

た
ら
に
笑
頻
を
し
て
は
い
け
な
い
と
戒
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
国
の
女
性
は
表
面
的
な
表
現
は
し
な
く
て
も
男
女
不

平
等
で
は
な
く
自
然
環
境
の
経
験
か
ら
土
に
根
を
お
ろ
し

た
考
え
方
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

じ

ゃ
か
ご

蛇
籠
作
り
を
近
く
で
見
た
り
、
丘
に
登
っ
て
は
一
面
の

沙
漠
だ
っ
た
所
が
今
や
麦
の
緑
が
波
を
う
ち
、
ダ
ラ
エ
・

ヌ
ー
ル
（
光
の
渓
谷
）
が
今
ま
さ
に
緑
の
渓
谷
に
変
わ
っ

て
行
く
の
を
確
信
で
き
ま
し
た
。
が
、
こ
れ
か
ら
も
各
面

で
大
変
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。

同
行
の
一
人
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
病
院
の
中
庭
の
美

し
さ
に
ひ
か
れ
、
ノ
ー
ブ
ル
な
バ
ラ
の
育
成
が
よ
く
、
手

入
れ
が
行
き
届
い
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
。
ジ
ャ
ラ
カ
ン

ダ
の
木
は
、
そ
の
花
の
美
し
さ
に
わ
ざ
わ
ざ
ツ
ア
ー
を
組

む
は
ど
の
も
の
が
見
事
に
育
ち
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
ス

タ
ッ
フ
の
庭
も
農
家
の
塀
際
も
植
物
を
愛
し
て
い
る
の
が

あ
り
あ
り
と
わ
か
っ
た
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

水
門
に
桑
の
木
を
記
念
植
樹
し
た
こ
と
、
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
と
の
交
流
、
病
院
の
庭
で
女
性
患
者
さ
ん
達
と
ト
ン

チ
ン
カ
ン
な
会
話
を
し
て
肩
を
抱
き
合
っ
て
別
れ
た
こ
と
、

軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
現
わ
れ
、
体
を
ゆ
る
が
す
爆
音
に

思
わ
ず
腰
を
か
が
め
た
こ
と
、
子
供
達
が
日
本
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
肩
に
学
校
へ
行
く
姿
、
ど
れ
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
で
す
。

朝
五
時
出
発
の
と
き
の
星
空
に
流
れ
星
を
見
つ
け
思
わ

ず
こ
の
国
の
幸
述
を
祈
り
、
そ
し
て
「

P
M
S
は
不
滅
で

す
」
と
叫
び
た
く
な
り
ま
し
た
。

現
地
ス
タ
ッ
フ
の
方
、
過
酷
な
中
で
笑
い
合
い
、
信
じ

合
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る

H
本
か
ら
の
ワ
ー
カ
ー
の
み
な

さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
藤
田
院
長
代
理
に
女
性

陣
よ
り
感
謝
と
大
き
な
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

「
P
M
S
は
不
減
で
す
」
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中村哲医師の本

空爆と「復興」
ーアフガン最前線報告一

9.11テロ直後から2003
年末まで、中村医師と

現地日本人スタッフか

ら届いた、鬼気迫る祈

動報告如【2刷］ 1890円

辺境で診る【3刷】 1890円

辺境から見る
＊中村ファンが圧倒的支持＊

ダラエ・ヌールヘの道
【3刷】2100円

医者井戸を掘る愕盟

医は国境を越えて『躙
ペシャワールにて 1890円

【8刷］

●
事
務
局
便
り

塁
辿

8

策
遁[告

疇中92
紙

畠

警

者
の
5
和

市

。

愚

表

翌
履
〗ちくま文庫

アフガニスタンの
60叩 診療所から

筑序書房．翌危麿翌開累;-6-4

価格はすべて税込価格（税5%）です

＊
三
月
八
日
ア
フ
ガ
ン
に
入
る
と
、
国
境
ト
ル
ハ
ム
の
町

の
風
景
が
一
変
し
て
い
た
。
中
古
車
の
部
品
が
山
と
積
ま

れ
、
追
の
両
側
に
あ
っ
た
掘
ッ
建
小
竪
の
バ
ザ
ー
ル
が
さ

ら
地
に
な
っ
て
い
る
。
円
間
発
し
て
ビ
ル
が
建
つ
と
い
う
。

道
路
工
事
も
本
格
的
で
、
行
政
権
力
が
強
く
な
っ
て
い
る

の
を
感
じ
る
。

農
村
部
で
は
、
昨
年
同
様
ケ
シ
は
な
く
緑
の
麦
畑
が
拡

が
り
、
ユ
ー
カ
リ
の
林
で
は
、
の
ど
か
に
蜂
の
巣
箱
を
見

ま
わ
る
家
族
が
い
る
。
昨
年
の
同
時
期
よ
り
桑
の
芽
生
え

も
早
い
よ
う
で
、
新
緑
が
美
し
い
。
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に

近
づ
く
と
、
ス
ピ
ン
ガ
ル
（
白
い
山
）
山
脈
が
銀
色
に
輝

き
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
水
源
ケ
シ
ュ
マ
ン
ド
山
系
も
白
く
、

す
こ
し
ほ
っ
と
す
る
。
町
中
に
は
い
る
と
車
の
喧
騒
と
新

築
ビ
ル
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
復
興
景
気
の
熱
が
伝
わ
る
。

一
夜
あ
け
る
と
緑
と
雪
山
の
風
景
が
、
表
面
的
な
も
の

で
し
か
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
緑
と
雪
は
こ
の
一
週

間
に
降
っ
た
雨
の
せ
い
で
、
昨
年
よ
り
爾
は
少
な
く
こ
の

ま
ま
行
け
ば
凶
作
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
ダ
ラ

エ
ヌ
ー
ル
の
扇
状
地
の
天
水
だ
の
み
の
畑
に
は
、
実
り
そ

う
も
な
い
ひ
弱
な
麦
が
風
に
揺
れ
て
い
る
。

し
か
し
希
望
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
叶
年
ま
で
は
、

埃
だ
け
が
舞
っ
て
い
た
ス
ラ
ン
プ
ー
ル
の
大
地
が
、
用
水

路
の
水
で
、
き
ち
ん
と
整
地
さ
れ
た
緑
の
広
大
な
麦
畑
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
、
し
ば
し
言
葉
を

失
う
。
現
場
で
は
、
中
村
医
師
を
先
頭
に

11本
人
ワ
ー
カ
ー

と
現
地
の
人
々
が
、
実
り
へ
の
灌
水
の
た
め
、
休
日
返
上
の

突
員
工
事
に
励
ん
で
い
た
。
緑
が
甦
っ
た
麦
畑
で
は
、
十
数

人
の
村
人
が
集
ま
り
「
水
争
い
」
も
見
ら
れ
た
。
「
水
あ
れ
ば

こ
そ
で
す
ね
」
と
言
う
と
、
中
村
医
師
が
深
く
頷
い
た
。

◎

村

か

ら

私
が
事
務
局
に
お
手
伝
い
に
く
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
い
つ

の
ま
に
か
四
年
半
。
私
の
主
な
仕
事
は
全
国
か
ら
お
寄
せ
頂

く
支
援
へ
の
お
礼
状
書
き
と
会
報
発
送
の
作
業
で
す
。
お
礼

状
を
書
き
な
が
ら
郵
便
番
号
が
わ
か
ら
ず
、
番
号
悔
で
調
べ

て
も
町
村
名
が
見
つ
か
ら
な
い
時
、
あ
あ
こ
こ
も
合
併
で
変

わ
っ
た
の
か
と
ち
ょ
っ
と
し
た
社
会
問
題
を
衿
え
ま
す
。
会

報
発
送
の
作
業
も
ず
い
分
変
わ
り
ま
し
た
。
封
筒
に
切
手
を

貼
っ
て
一
斉
に
送
る
と
い
う
や
り
方
か
ら
、
郵
便
番
号
別
に

区
分
す
る
こ
と
で
割
引
料
金
と
な
り
、
か
な
り
の
経
代
減
に

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
送
っ
て
頂
く
未
使
用
切
手
は
、

同
一
金
額
の
も
の
五
十
枚
を
一
枚
の
台
紙
に
貼
り
、
現
金
と

同
じ
に
使
わ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
近
頃
娯
し
い
事
に
仕
事

に
追
わ
れ
ず
、
ゆ
と
り
が
出
て
き
ま
し
た
。
事
務
局
の
皆
の

創
意
工
夫
と
確
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
仕
事
の
進
め
方
は
少
し
ず
つ
変
わ
り
ま
し
た
が
、

少
し
も
変
わ
ら
な
い
の
は
出
来
る
時
に
出
来
る
事
を
と
い
う

素
朴
な
や
り
方
、
そ
し
て
そ
の
小
さ
な
力
が
集
ま
っ
て
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
の
事
業
枇
進
の
お
役
に
立
っ
て
い
る
な
ら
、
本

当
に
妍
し
い
こ
と
で
す
。

(
T
•
K
)

月

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医

療
活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募

金
活
動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
な

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③

本

会

は

、

思

想

・

信

条

に

と

ら

わ

れ

ず

、

「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一
、

0
0
0
円
、
維
持
会
員
一

0
、

0
0
0
円
の

年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を

行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大

に
努
め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を

選
任
し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び

会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

(
〒
八
―

o
l
o
o
四
一
福
岡
市
中
央
区
大

名
一
丁
目
一

0
ー
ニ
五
上
村
第
一
―
ビ
ル
六

0
三
号

TEI
七
三
一
ー
ニ
三
七
二
）
内
に
お
く
。

会

則
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